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敦
）

 
 

月
火
水
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金
土
日 （
川
上
弘
美
）

 

評
論（
一
） 

ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス （
清
岡
卓
行
）芸
術
論

 
 

未
来
世
代
へ
の
責
任 （
岩
井
克
人
）環
境
論

 
 

恐
怖
と
は
何
か （
岸
田
秀
）心
理
論

 
 

 

現
代
評
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を
読
む
た
め
に
①
　
環
境

 

詩
歌 

二
十
億
光
年
の
孤
独 （
谷
川
俊
太
郎
）

 
 

パ
ン
の
話 （
吉
原
幸
子
）

 
 

永
訣
の
朝 （
宮
沢
賢
治
）

 
 

木
に
花
咲
き

―
短
歌
十
五
首

一

＊

新

二

新

三四

　
世
界
中
を
旅
し
て
回
る
と
い
う
幼
少
時
代
か
ら
の
夢
を

か
な
え
た
筆
者
が
、﹁
旅
人
﹂
と
し
て
生
き
る
自
由
を
語
る
。

　
優
柔
不
断
だ
っ
た
﹁
わ
た
し
﹂
が
﹁
籠
お
ば
さ
ん
﹂
と

出
会
い
、
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
い
た
物
語
。

　
人
々
が
﹁
健
全
﹂
だ
と
捉
え
が
ち
な
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つい
て
、
特
徴
と
危
険
性
を
分
析
す
る
。

第
一
部

■  

評
論
・
随
想
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
問
題
意
識
を
も
ち
、
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
を
精
選
し
ま
し
た
。

■  

短
い
評
論
文
と
記
述
式
の
課
題
と
で
構
成
さ
れ
た
小
教
材
「
批
評
の
ま
な
ざ
し
」
を
特
設
し
ま
し
た
。

■  
小
説
は
、
人
間
の
生
き
方
や
心
情
を
豊
か
に
表
現
し
、
人
生
や
社
会
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
を
収
録
し
ま
し
た
。

■  
情
報
を
的
確
に
読
み
取
っ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
発
信
し
た
り
す
る
「
表
現
と
実
用
の
文
章
」
を
巻
末
に
設
定
し
ま
し
た
。

教
科
書
の
目
次

　  ：本内容解説資料でご紹介するページ＊
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評
論（
一
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わ
か
り
や
す
い
は
わ
か
り
に
く
い
？ （
鷲
田
清
一
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考
論

 
 

「
ブ
ー
ボ
ー
」と「
マ
ン
マ
」の
記
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論 （
池
上
嘉
彦
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語
論
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西
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澤
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の
二
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高
村
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太
郎
）

 
 

死
ん
だ
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鮎
川
信
夫
）

 
 

小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り （
島
崎
藤
村
）

 
 

渡
り
鳥

―
俳
句
十
五
句

 

評
論（
三
） 

「
私
」消
え
、止
ま
ら
ぬ
連
鎖 （
髙
村
薫
）社
会
論

 
 

南
の
貧
困
／
北
の
貧
困 （
見
田
宗
介
）グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
論

一二三四五

 
 

虚
ろ
な
ま
な
ざ
し （
岡
真
理
）グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
論

 
 

 

現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
⑥
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

 

小
説（
二
） 

舞
姫 （
森
鷗
外
）

 
 

飛
行
機
で
眠
る
の
は
難
し
い （
小
川
洋
子
）

 

評
論（
四
） 

忘
れ
ら
れ
る
権
利 （
宮
下
紘
）情
報
文
化
論

 
 

日
本
文
化
の
雑
種
性 （
加
藤
周
一
）文
化
論

 
 

無
常
と
い
う
こ
と （
小
林
秀
雄
）文
化
論

 
 

 

現
代
評
論
を
読
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た
め
に
⑦
　
芸
術
・
文
化

批
評
の
ま
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ざ
し 

ネ
ッ
ト
上
の
発
言
の
劣
化
に
つ
い
て （
内
田
樹
）メ
デ
ィ
ア
論

 
 

カ
タ
カ
ナ
語
は
享
受
す
べ
き
か （
川
口
良・角
田
史
幸
）言
語
論

六七

新

＊

第
二
部

情
報
の
読
み
方
・
扱
い
方

報
道
の
文
章

調
査
か
ら
発
表
へ

脚
本
の
世
界
―
創
作

＊表
現
と
実
用
の
文
章

　
ネ
ッ
ト
内
で
の
個
人
情
報
を
め
ぐ
っ
て
新
た
に
求
め
ら
れ

る
権
利
に
つい
て
、
各
国
の
状
況
を
報
告
し
、
課
題
を
提
示

す
る
。

教
科
書
の
目
次

読
書
の
扉

広
が
る
言
葉
の
世
界
―
名
訳

近
現
代
文
学
史
年
表

＊

付
録
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教
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芸
術art

・
文
化culture

現
代
評
論
を

読
む
た
め
に

7

　人
間
は
、
日
常
的
に
用
い
る
器
に
も
彩
色
を
施

し
、
形
も
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
実
用

と
し
て
の
機
能
や
用
途
だ
け
で
は
な
く
〈
美
し

さ
〉
そ
の
も
の
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
唯
美
的
な

志
向
も
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
日
常
性
を

超
え
て
何
か
新
し
い
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
す
る

欲
求
で
す
。
古
来
よ
り
人
間
は
、
生
活
を
リ
ア
ル

に
描
く
だ
け
で
な
く
、
祈
り
や
願
い
を
も
こ
め
て

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
形
に
表
し
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ル
タ
ミ
ラ
洞
窟
や
フ
ラ
ン

ス
の
ラ
ス
コ
ー
洞
窟
の
壁
面
に
は
、
数
万
年
前
の

人
々
に
よ
る
動
物
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
よ

く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
馬
や
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
動

物
の
疾
駆
す
る
様
子
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
は
そ
れ
を
描
い
た
人
々
の

生
活
・
祈
り
・
願
望
な
ど
が
形
に
な
っ
て
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　人
間
の
社
会
に
〈
芸
術
・
文
化
〉
が
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
現
実
を
生
き
つ
つ
そ
の
現
実
を
乗
り
越
え
よ
う

と
志
向
す
る
、
人
間
の
両
義
的
な
営
み
の
中
に
そ

の
始
原
を
も
つ
と
い
え
ま
す
。
古
代
社
会
よ
り

〈
芸
術
・
文
化
〉
は
、
そ
れ
と
意
識
す
る
こ
と
も

な
く
、
い
ま
を
生
き
る
人
々
の
心
を
慰
め
か
つ
未

来
へ
の
想
像
力
を
掻か

き
た
て
て
き
た
に
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　そ
れ
は
人
々
が
つ
く
り
出
し
て
き
た
舞
踏
、
音

楽
、
絵
画
、
造
形
（
彫
刻
）、
演
劇
な
ど
全
て
の

文
化
領
域
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
は
共
同
体
の
美
意
識
（
美
学
）
や
宗
教
、
自
然

観
な
ど
を
表
現
し
て
い
る
も
の
が
尊
重
さ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
一
般
に
人
間
の
生
活
様
式
の
全
体

を
指
し
て
い
う
〈
文
化
〉
も
、
特
定
の
材
料
・
様

式
な
ど
に
よ
っ
て
美
を
追
求
・
表
現
し
よ
う
と
す

る
〈
芸
術
〉
も
、
そ
の
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
（
伝
達

媒
体
）
と
し
て
共
同
体
の
形
成
や
さ
ら
な
る
求
心

力
の
養
成
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　し
か
し
、
多
く
の
場
合
〈
個
人
〉
と
し
て
の
自

意
識
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
近
代
ま

で
、〈
芸
術
・
文
化
〉
は
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体
の
中
で
形
式
化
さ
れ
、
固
有

の
伝
統
文
化
（
芸
術
）
と
し
て
独
自
の
変
遷
を
た

ど
り
つ
つ
洗
練
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
国
際
化
の
進

ん
だ
今
日
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
文
化
の
多
様

性
と
し
て
俯ふ

瞰か
ん

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
文
化
を
単
純
な
優
劣
（
価

値
）
の
問
題
で
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
二
十
世
紀
絵
画
芸
術
の
巨
人
パ
ブ
ロ
・
ピ

カ
ソ
（Pablo Ruiz Picasso 1881-1973

）
の
創

造
力
の
源
泉
の
一
つ
に
な
っ
た
の
は
、
彼
に
と
っ

て
異
文
化
の
一
つ
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
芸
術
で
あ
っ

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
見
素
朴
で
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４
Ｃ

洗
練
さ
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
ア
フ
リ

カ
の
民
族
絵
画
、
造
形
が
非
常
な
迫
力
を
も
っ
て

ピ
カ
ソ
の
想
像
力
を
刺
激
し
た
の
で
す
。
こ
の
こ

と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
芸
術
・
文
化
〉
は
、
相
対
的

な
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
む
し
ろ

積
極
的
に
交
流
・
摂
取
す
る
こ
と
を
通
し
て
さ
ら

な
る
創
造
に
結
び
つ
く
可
能
性
を
は
ら
む
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　近
代
（
現
代
）
に
な
っ
て
西
欧
社
会
の
近
代
芸

術
の
潮
流
が
世
界
を
席
巻
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。〈
芸
術
・
文
化
〉
の
観
点
か
ら
、
近
代
芸
術

の
特
徴
と
し
て
最
初
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
科
学

技
術
の
発
達
に
よ
る
表
現
・
伝
達
方
法
の
革
新
で

す
。
特
に
十
九
世
紀
末
に
始
ま
る
映
像
、
写
真
技

術
の
開
発
は
、
そ
の
後
の
〈
芸
術
・
文
化
〉
に
圧

倒
的
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
二
十
世
紀
初
頭

に
は
、
ダ
ダ
イ
ス
ム
や
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム

（
超
現
実
主
義
）
な
ど
多
く
の
芸
術
エ
コ
ー
ル
が

登
場
し
ま
し
た
が
、
彼
ら
が
自
ら
名
の
る
〈
革
新

的
〉
と
い
う
言
葉
の
背
景
に
は
、
映
像
、
録
音
技

術
等
の
技
術
的
革
新
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
芸
術
発

表
（
享
受
）
の
場
も
サ
ロ
ン
や
美
術
館
な
ど
の
屋

内
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
路
上
や
公
園
に
設

置
す
る
な
ど
多
種
の
試
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　近
代
芸
術
の
特
徴
と
し
て
二
つ
め
に
い
え
る
の

は
、
大
衆
文
化
（
芸
術
）
の
興
隆
で
す
。
産
業
社

会
の
変
化
は
、
多
く
の
労
働
者
・
都
市
生
活
者

（
大
衆
）
を
生
み
出
し
ま
し
た
が
、
彼
ら
の
求
め

る
も
の
は
「
娯
楽
」
で
し
た
。
大
衆
の
人
気
に
支

え
ら
れ
る
比
較
的
安
価
で
手
に
入
り
や
す
い
大
衆

芸
術
が
、
短
い
周
期
に
よ
る
流
行
を
繰
り
返
し
な

が
ら
巨
大
な
娯
楽
産
業
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

映
画
や
歌
謡
曲
な
ど
の
産
業
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。　こ

う
し
て
近
代
（
現
代
）
の
〈
芸
術
・
文
化
〉

は
、
多
様
な
領
域
に
そ
れ
ぞ
れ
深
く
結
び
つ
い
て
、

国
際
的
に
も
広
ま
っ
て
い
く
文
化
現
象
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
学
問
研
究
の
中
心
に
据
え
て
分

析
し
よ
う
と
す
る
の
が
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
で
す
。
そ
こ
で
は
特
定
の
文
化
現
象
が
、

現
代
社
会
に
お
い
て
社
会
学
的
な
意
味
を
も
つ
人

種
、
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
問
題
や
民
族
の

美
意
識
や
倫
理
な
ど
と
い
か
に
関
連
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
比
較
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

語
句
の
解
説

◉
リ
ア
ル︵real

︶

　理
想
や
空
想
を
排
し
て
現
実
を
写
実
的
に
表
現

し
、
真
実
に
迫
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
を
リ
ア
リ
ズ

ム
（realism

 

写
実
主
義
）
と
い
う
。

◉
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー︵sub

culture

︶

　既
存
の
伝
統
文
化
に
対
抗
し
て
、
特
定
の
集
団

が
持
つ
独
自
の
文
化
、
及
び
そ
の
活
動
を
指
す
。

そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
ア
キ
バ
系
と
は
、
東
京

の
秋
葉
原
を
中
心
に
集
ま
る
若
者
の
間
に
広
ま
っ

た
文
化
で
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
同
人
漫
画
な
ど

を
媒
体
に
し
て
、
特
定
の
趣
味
や
衣
装
を
持
ち

寄
っ
て
仲
間
ど
う
し
交
流
し
て
い
る
。

◉
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ︵cultural 

stud
ies

︶

　二
十
世
紀
後
半
、
主
に
英
米
語
圏
の
社
会
学
系

の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
始
ま
り
、
各
国
の
研
究

者
た
ち
に
広
が
っ
た
文
化
研
究
の
学
問
分
野
。
芸

術
文
化
か
ら
日
常
生
活
に
お
け
る
人
間
の
行
動
と
、

そ
の
意
味
を
総
合
的
に
多
様
な
方
法
論
を
使
っ
て

研
究
・
分
析
し
よ
う
と
す
る
。

◉
ジ
ェ
ン
ダ
ー︵gend

er

︶

　肉
体
的
、
生
物
学
的
性
（
セ
ッ
ク
ス
）
に
対
し

て
、
社
会
的
、
文
化
的
、
心
理
的
な
性
差
を
指
し

て
い
う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
偏
見
や
誤
解
が
、

社
会
的
差
別
を
生
ん
で
い
る
。
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カ
タ
カ
ナ
語
は
享
受
す
べき
か

批
評
の
ま
な
ざ
し
4

　「こ
と
ば
の
乱
れ
」
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
「
外
来
語
の
氾
濫
」

が
糾き
ゅ
う

弾だ
ん

さ
れ
る
の
も
、
も
う
定
番
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
の
「
外

来
語
の
氾
濫
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
量
と
速
度
が
今
ま
で
に
な
く

圧
倒
的
だ
と
感
じ
る
人
が
多
い
よ
う
で
、
日
本
語
が
外
国
語
に
侵

食
さ
れ
る
と
い
う
危
機
感
を
口
に
す
る
人
や
、
日
本
語
の
国
際
化

の
た
め
に
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
す
る
人
な
ど
、
賛
否
両
論
、

侃か
ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

の
議
論
が
あ
り
ま
す
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
意
味
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
外
国
語
が
、
日
本
語
に
置
き
換
え

ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
カ
タ
カ
ナ
語
と
な
っ
て
怒ど

濤と
う

の
よ
う
に
溢あ
ふ

れ
て
い
る

│
そ
の
よ
う
な
危
惧
を
唱
え
る
声
に
押
さ
れ
て
か
、

国
立
国
語
研
究
所
は
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
外
来
語
を
減
ら
そ
う

と
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
ま
で
に
外
来
語
の
言
い
換
え
案
一
〇
九

語
を
提
案
し
ま
し
た
。

【
問
い
】
　次
の
カ
タ
カ
ナ
語
と
漢
語
の
ど
ち
ら
が
わ
か
り
や
す

い
で
す
か
。

①
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
＝
独
自
性
、
自
己
認
識

②
ア
ー
カ
イ
ブ
＝
保
存
記
録
・
記
録
保
存
館

③
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
起
業
支
援

④
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
＝
全
体
構
想

⑤
オ
ン
デ
マ
ン
ド
＝
注
文
対
応

⑥
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＝
等
生
化

⑦
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
＝
納
得
診
療
、
説
明

と
同
意

⑧
リ
ア
ル
タ
イ
ム
＝
即
時

⑨
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
＝
無
境
界
、
脱
境
界

⑩
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＝
市
場
戦
略

　外
来
語
、
外
国
語
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
る
た
め
、
最
近
で
は

「
カ
タ
カ
ナ
語
」
と
か
「
カ
タ
カ
ナ
こ
と
ば
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

で
す
。【
問
い
】
は
、
二
〇
〇
三
年
に
国
立
国
語
研
究
所
が
提
案

し
た
、
外
来
語
の
言
い
換
え
案
の
い
く
つ
か
で
す
。
カ
タ
カ
ナ
語

＊
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す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
お

い
て
常
に
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
今
も
な
お
、
同
じ
日
本
語
の
中

に
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
や
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
と
も
比
喩
さ
れ
る
よ
う
な
他

言
語
が
包
容
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
っ
と

積
極
的
に
享
受
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

 （
川か

わ

口ぐ
ち

良り
ょ
う

・
角つ

の

田だ

史ふ
み

幸ゆ
き

『
日
本
語
は
だ
れ
の
も
の
か
』〔
二
〇
〇
五
〕
よ

り
）外

来
語
の
言
い
換
え
案
　
国
立
国
語
研
究
所
に
よ
る
「
外
来
語
」
言
い
換

え
提
案
は
、
第
１
回
（
二
〇
〇
三
年
四
月
）、
第
２
回
（
二
〇
〇
三
年
一

一
月
）、
第
３
回
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）、
第
４
回
（
二
〇
〇
六
年
三

月
）
の
四
回
に
分
け
て
発
表
さ
れ
、
語
数
は
一
七
六
語
と
な
っ
た
。
提
案

内
容
は
、
国
立
国
語
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
参
照
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

増
井
元
　
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
〜
。
国
語
辞
典
編
集
者
。

井
上
史
雄
　
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
〜
。
社
会
言
語
学
者
。

森
本
哲
郎
　
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
〜
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
。

評
論
家
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
　bilingual 

二
つ
の
言
語
を
自
由
に
使
う
能
力
が
あ
る
人
。

ト
リ
リ
ン
ガ
ル
　trilingual 

三
か
国
語
を
自
由
に
話
す
人
。

 

本
文
の
内
容
を
三
〇
〇
字
以
内
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

 

「
外
来
語
の
氾
濫
」（
372
上・
1
）
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
八
〇
〇
字
以
内
で
論
じ
て
み

よ
う
。

筆
者
紹
介

内
田
樹
　
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
〜
。
思
想
家
。
東
京
都
の

生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
思
想
や
映
画
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
的
な

事
象
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
。
著
書
に
『
た
め
ら
い
の
倫
理

学
』『
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
』
な
ど
が
あ
る
。

川
口
良
　
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
〜
。
日
本
語
教
師
。
長
崎

県
の
生
ま
れ
。
日
本
語
教
育
の
立
場
か
ら
日
本
語
を
分
析
す
る
。

共
著
に
『
国
語
と
い
う
呪
縛
』、
共
訳
書
に
Ｊ
・
ハ
ス
ラ
ム
『
誠

実
と
い
う
悪
徳
』
な
ど
が
あ
る
。

角
田
史
幸
　
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
〜
。
哲
学
者
。
東
京
都

の
生
ま
れ
。
経
済
社
会
学
、
現
代
思
想
を
専
門
と
す
る
。
共
著
に

『
教
育
の
臨
界
―
教
育
的
理
性
批
判
』『
国
語
と
い
う
呪
縛
』、
訳

書
に
Ｍ
・
リ
ュ
ベ
ル
『
マ
ル
ク
ス
へ
帰
れ
』
な
ど
が
あ
る
。

課
題
1

課
題
2

5
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表
現

情
報
の
読
み
方
・
扱
い
方

　報
告
文
や
解
説
文
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
統
計
な
ど
の
数
値

デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
や
表
な
ど
に
示
し
た
視
覚
資
料
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
私
た
ち
が
よ
く
目
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
度

情
報
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
で
は
、
情
報
そ
の
も
の
が
正
し
い
か

ど
う
か
を
判
断
し
た
り
、
情
報
を
整
理
し
、
的
確
に
把
握
し
た
り
す

る
力
、
過
剰
な
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
出
し
た
り
、

効
果
的
に
活
用
し
た
り
す
る
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ

こ
で
は
、
情
報
の
読
み
方
・
扱
い
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　下
段
に
掲
げ
た
図
「
日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
二
〇
一
三
年
）」

は
、
日
本
の
人
口
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
も

と
に
「
少
子
高
齢
社
会
に
移
行
し
た
社
会
的
要
因
を
探
り
、
さ
ら
に

少
子
高
齢
社
会
の
問
題
点
を
考
え
る
」
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で

み
よ
う
。

1
資
料
を
読
む
際
に
は
、
資
料
を
読
む
目
的
を
明
確
に
し
、
資
料
の

も
と
に
な
っ
た
調
査
の
目
的
、
実
施
時
期
、
対
象
及
び
回
収
結
果
、

調
査
を
行
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
団
体
な
の
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
確
認

　資
料
は
、
国
勢
調
査
（
全
国
の
全
世
帯
を
対
象
）
に
よ
る
人

口
を
基
に
し
た
二
〇
一
三
年
時
点
で
の
人
口
推
計
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

総務省統計局編『日本の統計2015』より作成

2013
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世界のエネルギー起源CO2国別排出量（2012年）

2014

その他18.5

中国26.0

アメリカ
16.0

28ヶ国
11.0

ドイツ2.4
イギリス1.4
イタリア1.2
フランス1.1

EU15ヶ国※8.9インド6.2

ロシア5.2

日本3.9

カナダ1.7

イラン1.7

サウジ
アラビア
1.4

ブラジル
1.4

メキシコ
1.4

インドネシア
1.4

オーストラリア
1.2 南アフリカ

1.2

韓国1.9

EU

世界の
CO2排出量
317億トン

注１：内側の円は各部門の直接の排出量の割合（カッコ内
の数字）を，また，外側の円は電気事業者の発電に
伴う排出量及び熱供給事業者の熱発生に伴う排出量
を電力消費量及び熱消費量に応じて最終需要部門に
配分した後の割合を，それぞれ示している。

　２：統計誤差，四捨五入等のため，排出量割合の合計は
必ずしも100％にならないことがある。

資料：環境省

二酸化炭素
総排出量
2013年度

13億1,100万トン

その他
0.1　（0.1　）

廃棄物2　（2　）

運輸部門17　（16　）

エネルギー
転換部門

8　（41　）

産業部門
33　（27　）

工業プロセス
及び製品の使用
4　（4　）
家庭部門
15　（4　）

業務
その他部門
21　（5　）

図 1　世界のエネルギー起源二酸化炭素の国別排出量（左）とその見通し（右）

図 2　二酸化炭素排出量の部門別内訳

※ 

表
１
お
よ
び
図
１
・
右
は
環
境
省
「
環
境
白
書
・
循
環
型
社
会
白
書
・

生
物
多
様
性
白
書
（
平
成
二
十
三
年
版
）」、
図
１
・
左
お
よ
び
図
２
は

「
同
（
平
成
二
十
七
年
版
）」
を
も
と
に
編
集
委
員
会
で
作
成
。
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評
論  
二コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
時
代 

隈く
ま

研け
ん

吾ご

　「二
十
世
紀
と
は
、
ど
ん
な
時
代
で
し
た
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
な
ん
と
答
え
る
だ
ろ
う

か
。
僕
は
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
時
代
で
し
た
」
と
答
え
る
。

　そ
れ
ほ
ど
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
素
材
と
、
二
十
世
紀
と
い
う
時
代
は
、
相
性
が
ぴ
っ
た
し
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
ぴ
っ
た
し
だ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
素
材
が
、
二
十
世
紀
の
都
市

を
作
り
、
国
家
を
作
り
、
文
化
を
作
っ
た
。
そ
の
産
物
の
上
に
、
今
も
僕
ら
は
暮
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
十
世
紀
の
テ
ー
マ
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
り
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
の
技
術
で
世
界
を
覆
い
つ
く
し
、
世
界
を
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
が
こ
の
時
代
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
物

流
、
通
信
、
放
送
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
達
成
さ
れ
た
が
、
建
築
、
都
市
の
領

域
で
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
素
材
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　ま
ず
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
場
所
を
選
ば
な
い
。
木
の
薄
い
板
を
組
み
立
て
て
型
枠
を
作
る
程
度
の
技
術
は

＊

◉
◉

1

2
◉

◉
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　↓
58
ペ
ー
ジ

◉
文
化
↓

366
ペ
ー
ジ

1
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム

　internationalism

（
英
語
）
国
際
主
義
。

　

2
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　

globalization

（
英
語
）

　

政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど

が
国
家
の
枠
を
超
え
て
地

球
規
模
で
広
が
り
、
世
界

が
同
質
化
し
て
い
く
こ

と
。

　

◉
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

↓
292
ペ
ー
ジ
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世
界
中
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構
成
材
料
で
あ
る
砂
、
砂
利
、
セ
メ
ン
ト
、
鉄
筋
は

世
界
中
ど
こ
で
も
入
手
可
能
で
あ
っ
た
。
型
枠
の
中
に
鉄
筋
を
組
ん
で
、
砂
、
砂
利
、
セ
メ
ン
ト
を
流
し

込
め
ば
、
そ
れ
ま
で
で
あ
る
。
鉄
骨
の
建
築
も
、
二
十
世
紀
の
産
物
で
は
あ
る
が
、
鉄
骨
造
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
比
べ
れ
ば
、
は
る
か
に
難
易
度
の
高
い
、
高
度
な
技
術
で
あ
っ
た
。

　コ
ン
ク
リ
ー
ト
ほ
ど
に
普
遍
的
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
な
建
築
技
術
は
、
か
つ
て
歴
史
上
存
在
し
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
は
、
イ
ン
ド
の
大
平
原
の
中
の
チ
ャ
ン
デ
ィ
ガ
ー
ル
の
よ
う
な
場
所
で
一
九

五
〇
年
代
に
新
都
市
を
作
る
時
に
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
自
由
に
あ
や
つ
っ
て
、
空
に
浮
か
ぶ
巨
大
な
彫

刻
の
よ
う
な
自
由
な
造
型
が
で
き
た
わ
け
だ
し
、
一
九
七
〇
年
代

に
ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
会
議
事
堂
を
ダ
ッ

カ
に
造
っ
た
時
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
選
択
し
て
、
古
代
遺
跡
の

よ
う
な
姿
の
建
築
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

　し
か
も
、
こ
の
素
材
は
、
場
所
を
選
ば
な
い
と
い
う
普
遍
性
の

み
な
ら
ず
、
ど
ん
な
造
型
を
も
可
能
に
す
る
と
い
う
、
も
う
ひ
と

つ
の
普
遍
性
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
自
由
を
有
し
て
い
た
。
型

枠
の
作
り
方
を
変
え
る
だ
け
で
、
ど
ん
な
曲
面
も
自
由
に
作
れ
る

し
、
も
ち
ろ
ん
ス
ト
レ
ー
ト
で
シ
ャ
ー
プ
な
骨
組
み
を
作
る
こ
と

3

4

5

6

3
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

　

Le 
C

orbusier 
一
八
八
七
年

〜
一
九
六
五
年
。
ス
イ
ス

生
ま
れ
の
建
築
家
。

4
チ
ャ
ン
デ
ィ
ガ
ー
ル

　イ

ン
ド
北
部
の
都
市
。

5
ル
イ
ス
・
カ
ー
ン

　

Louis K
ahn 

一
九
〇
一

年
〜
一
九
七
四
年
。
エ
ス

ト
ニ
ア
生
ま
れ
の
建
築
家
。

6
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

　バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国
。

イ
ン
ド
の
東
側
に
位
置
す

る
。
首
都
は
ダ
ッ
カ
。

　語
句

　躊
躇

チャンディガールの州会議事堂

バングラデシュの国会議事堂
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多様なジャンルの評論教材
教材として定評のある文章とともに，現代的な問題
にあふれた清新な文章をバランスよく配列。24 本
の豊富な分量で，論理的な読解力を身につけます。

評論を読むにあたって必読のコラム
「近代」「環境」「言語」など，現代評論の主要なテーマについて，教材文と関連させ
ながら解説したコラム。鍵となる語句の解説も付しています。

小論文対策に最適の「批評のまなざし」
短い評論と記述式の課題とで構成された小教材。文章を理解し，まとめ，論理的に述
べる力を養います。

読解から表現へと導く「表現と実用の文章」
資料等から情報を的確に読み取ったり，読み取ったことをもとに発信したりする表現教
材。課題解決型の言語力が身につきます。
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」
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４
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　幼
か
っ
た
頃
、
母
か
ら
、
や
は
り
彼
女
に
と
っ
て
の
子
ど
も
の
頃
の
愛
読
書
だ
っ
た
と
い
う
『
ニ
ル
ス

の
ふ
し
ぎ
な
旅
』
と
い
う
本
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
本
と
な
り
、
大
人
に
な
っ
た
今
で
も
た
ま
に
読
み
返
し
て
い
る
。
わ
ん
ぱ
く
で
捻ひ

ね

く
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
少
年
ニ
ル
ス
が
あ
る
日
突
然
小
さ
く
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
散
々
い
じ
め
て
い
た
家
畜
た
ち
か
ら
逆
に

い
じ
め
ら
れ
る
立
場
に
な
る
。
そ
ん
な
な
か
、
渡
り
鳥
の
ガ
ン
た
ち
と
の
一
緒
の
旅
が
始
ま
る
…
…
と
い

う
冒
険
物
語
な
の
だ
が
、
ニ
ル
ス
が
動
物
た
ち
の
言
葉
が
判わ

か

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
、
渡
り

鳥
た
ち
と
一
緒
に
旅
が
で
き
る
こ
と
も
、
私
に
は
と
に
か
く
羨
ま
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

　移
動
が
し
た
い
。
一
ヵ
所
に
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
る
よ
り
、
地
球
の
い
ろ
ん
な
地
域
の
、
さ
ま
ざ
ま
な

自
然
や
街
や
、
人
間
や
生
き
物
た
ち
と
出
会
い
た
い
。
旅
へ
の
願
望
は
、
そ
う
い
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
あ
る
環
境
の
な
か
で
ま
す
ま
す
増
長
し
、
私
は
し
ば
し
ば
自
転
車
に
乗
っ
て
、
自
分
の
体
力
が
許
す

限
り
遠
く
ま
で
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
渡
り
鳥
た
ち
が
辿た

ど

り
着
く
湖
を
目
指
そ
う
と
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
叶か

な

わ
な
か
っ
た
が
、
学
校
か
ら
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
指
定
さ
れ
て
い
た
管
区
外
の

地
域
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
家
か
ら
離
れ
て
も
い
な
い
の
に
、
見
慣
れ
な
い
美
し
い
森
や
牧
場
が
広
が
っ
て
お

り
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
光
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
い
う
感
動
と
興
奮
に
す
っ
か
り
と
ら
わ
れ

た
子
ど
も
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

2

＊

▼

2
﹃
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な

旅
﹄
　ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

作
家
、
セ
ル
マ
・
ラ
ー
ゲ

ル
レ
ー
ヴ
（
一
八
五
八
年

〜
一
九
四
〇
年
）
の
児
童

文
学
作
品
。

「
そ
う
い
っ
た
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
あ
る
環
境
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

語
句

　か
け
が
え
の
な
い

51015
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随
想   　地

球
上
の「
旅
人
」 

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ

　
先
日
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
方
面
に
向
か
っ
て
車
を
運
転
し
て
い
た
ら
、
高
速
道
路
の
上
を
Ｖ
字
型
に
隊
を
組
ん

だ
渡
り
鳥
の
群
れ
が
通
過
し
て
い
っ
た
。
北
欧
の
寒
い
地
域
か
ら
や
っ
て
き
た
の
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
ら

の
け
な
げ
な
鳥
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
誰
に
教
え
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
も
な
い
地
球
と
い
う
天
体
の
あ
り

方
と
、
そ
こ
に
自
ら
の
生
き
方
を
し
っ
か
り
と
連
動
さ
せ
て
い
る
ま
っ
す
ぐ
な
姿
に
、
リ
ス
ペ
ク
ト
と
あ

こ
が
れ
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
子
ど
も
の
頃
、
私
が
育
っ
た
北
海
道
の
街
の
空
に
も
、
や
は
り
秋
の
終
わ
り
に
な
る
と
シ
ベ
リ
ア
か
ら

移
動
し
て
き
た
渡
り
鳥
た
ち
が
飛
ん
で
い
た
。
雪
が
降
り
積
も
っ
た
真
っ
白
な
小
高
い
丘
の
上
を
、
真
っ

白
な
白
鳥
た
ち
の
群
れ
が
長
い
首
を
伸
ば
し
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
く
響
く
鳴
き
声
を
交
わ
し
な
が
ら
、
目
的
地

へ
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て
行
く
場
面
に
出
く
わ
し
た
。
子
ど
も
の
私
の
視
界
を
横
切
っ
て
い
っ
た
白
鳥
た

ち
は
大
き
く
て
美
し
く
、
力
強
く
、
自
由
だ
っ
た
。

1

1
リ
ス
ペ
ク
ト
　respect

（
英
語
）　
尊
敬
。
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冒
頭
に
は
、
生
き
方
や
も
の
の
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
た
随
想
を
配
列
。
視
野
を
広
げ
、

探
究
心
を
喚
起
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

教
科
書
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
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と
い
う
場
所
へ
出
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
狭
い
家
の
中
で
年
が
ら
年
中
腰
を
丸
め
て
細
か
い
作
画
作
業

ば
か
り
し
て
い
る
と
、
突
然
と
て
つ
も
な
い
開
放
感
と
接
し
た
く
な
る
欲
求
が
遮
る
間
も
な
く
膨
ら
み
上

が
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な
精
神
的
必
然
性
に
駆
ら
れ
て
出
か
け
る
場
所
が
、
ロ
カ
岬
の
よ
う
な
、

断
崖
絶
壁
か
ら
見
渡
せ
る
の
は
ひ
た
す
ら
大
西
洋
、
と
い
う
場
所
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
岬
の
際
に

立
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
大
海
原
を
眺
め
て
い
る
と
、
古

い
に
し
えの

人
々
が
そ
の
向
こ
う
岸
に
あ
る
は
ず
の
、

未
知
の
世
界
に
思
い
を
馳は

せ
て
い
た
気
持
ち
が
し
み
じ
み
と
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
は
じ
め
る
。

そ
れ
は
き
っ
と
、
私
も
北
海
道
の
空
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
大
空
間
の
向
こ
う
に
あ
る
見
ず
知
ら
ず
の
世

界
へ
、
目
一
杯
の
妄
想
や
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て
育
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　大
好
き
で
読
み
続
け
て
き
た
冒
険
小
説
、
母
が
忙
し
い
時
に
私
と
妹
を
預
け
て
い
た
修
道
会
の
ド
イ
ツ

人
修
道
士
た
ち
、
兼か

ね

高た
か

か
お
る
さ
ん
の
世
界
紀
行
番
組
、
母
の
演
奏
会
で
奏
で
ら
れ
る
数
々
の
欧
州
の
楽

曲
、
十
四
歳
の
時
の
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
一
人
旅
。
そ
し
て
北
海
道
の
果
て
し
な
い
空
。
自
分
が
生
き
て

い
る
場
所
は
こ
の
広
い
世
界
の
本
当
に
限
定
的
な
範
囲
で
し
か
な
く
、
地
球
上
で
の
何
万
分
の
、
い
や
何

千
万
分
の
一
く
ら
い
で
し
か
な
い
と
い
う
意
識
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
要
因
は
、
思
い
起
こ
し
て
み
れ

ば
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
球
と
い
う
惑
星
に
、
移
動
が
で
き
る
生
き
物
と
し
て
誕
生
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
に

は
、
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
未
知
の
世
界
に
冷
め
や
ら
ぬ
好
奇
心
が
湧
き
続
け
る
よ
う
な
環
境
に
育
っ
て

し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
見
え
て
い
る
範
囲
の
こ
と
だ
け
に
満
足
し
て
生
き
て
い
く
の
は
ど
う
し
て
も
私
に

＊3

▼

＊

3
兼
高
か
お
る

　一
九
二
八

年
〜
。
旅
行
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
。
一
九
五
九
〜
九
〇

年
に
放
映
さ
れ
た
「
兼
高

か
お
る
世
界
の
旅
」
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
自
ら
レ

ポ
ー
タ
ー
も
務
め
た
。

「
要
因
」
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
。

語
句

　向
こ
う
見
ず

　満
遍
な
く

　思
い
を
馳
せ
る

　冷
め
や
ら
ぬ

ロカ岬からの眺め
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　や
が
て
そ
の
向
こ
う
見
ず
な
冒
険
心
は
、
私
と
い
う
人
間
の
礎
と
な
っ
た
。
早
く
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ

た
日
本
に
帰
っ
て
き
て
も
、
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
私
に
と
っ
て
は
ど
こ
も
か

し
こ
も
「
ア
ウ
ェ
イ
」
と
い
う
感
覚
が
抜
け
な
い
が
、
そ
れ
が
実
は
心
地
よ
い
。
渡
り
鳥
に
と
っ
て
も
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
今
や
地
球
の
全
て
が
自
分
に
と
っ
て
の
巨
大
な
「
ホ
ー
ム
」
で
あ
り
、
羽
こ
そ
生
え

て
は
い
な
い
け
ど
、
自
分
が
生
き
る
こ
の
天
体
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
に
対
し
て
従
順

に
、
こ
れ
か
ら
も
移
動
性
の
気
質
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
気
が
し
て
い
る
。

　私
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
北
海
道
の
景
色
の
ほ
と
ん
ど
は
、
視
界
の
半
分
以
上
が
空
だ
。
と
あ
る
編
集

者
に
よ
る
と
、
北
海
道
在
住
、
ま
た
は
北
海
道
と
長
く
関
わ
り
の
あ
っ
た
漫
画
家
の
作
品
に
描
か
れ
る
背

景
は
、
ほ
か
の
地
域
の
作
家
の
も
の
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
空
が
広
い
の
だ
と
い
う
。
確
か
に
そ
う
か
も
し

れ
な
い
。
私
も
自
分
の
、
昭
和
の
北
海
道
を
舞
台
に
し
て
描
い
た
漫
画
を
読
ん
で
み
る
と
、
コ
マ
の
半
分

以
上
は
空
と
い
う
景
色
が
い
く
ら
で
も
出
て
き
て
い
る
。
都
会
で
あ
れ
ば
、
高
い
建
造
物
で
見
え
る
範
囲

が
狭
め
ら
れ
て
し
ま
う
空
が
、
一
八
〇
度
端
か
ら
端
ま
で
満
遍
な
く
見
渡
せ
る
の
は
こ
の
土
地
の
大
き
な

特
徴
だ
し
、
そ
れ
が
あ
た
り
ま
え
な
空
の
あ
り
方
だ
と
思
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
、
作
品
に
も
そ
の
捉
え

方
ど
お
り
に
反
映
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　か
つ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
暮
ら
し
て
い
た
時
、
よ
く
車
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
最
西
端
に
位
置
す
る
ロ
カ
岬

＊
▼

＊

▼

「
移
動
性
の
気
質
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

「
そ
の
捉
え
方
」
と
は
ど

う
い
う
捉
え
方
か
。

北海道の空

51015
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地
球
上
の「
旅
人
」

13

４
Ｃ

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ

　一
九
六
七
（
昭
和
四
二
）
年
〜
。
漫
画
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。

作
品
に
『
ル
ミ
と
マ
ヤ
と
そ
の
周
辺
』『
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
』、
エ
ッ
セ
イ
に

『
世
界
の
果
て
で
も
漫
画
描
き
』、『
国
境
の
な
い
生
き
方
：
私
を
つ
く
っ
た
本
と

旅
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
『
地
球
で
生
き
て
い
る

　ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
流
人
生

論
』（
二
〇
一
五
）
に
よ
っ
た
。

学
習
の
手
引
き

一

「
私
に
と
っ
て
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
『
ア
ウ
ェ
イ
』
…
…
、
そ

れ
が
実
は
心
地
よ
い
。」（
10
・
2
〜
3
）
と
あ
る
が
、
筆
者
は
な

ぜ
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

二

「
地
球
上
の
『
旅
人
』
と
い
う
意
識
を
持
ち
続
け
て
毎
日
を
生

き
て
い
る
」（
13
・
2
）
と
は
ど
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
を
い
う

の
か
。
本
文
全
体
を
と
お
し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

三

筆
者
の
「
旅
」
に
対
す
る
思
い
や
考
え
方
を
め
ぐ
っ
て
話
し

合
っ
て
み
よ
う
。

言
葉
と
表
現

「
目
の
当
た
り
」（
9
・
14
）
の
よ
う
に
「
目
」
の
意
味
の
「
ま
」

が
用
い
ら
れ
る
表
現
を
調
べ
て
み
よ
う
。

こ
の
文
章
を
読
ん
で
印
象
に
残
っ
た
表
現
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

漢
字

増
長 

9 

礎 

10 

遮
る 

11 

膨
ら
む 

11 

妄
想 

11

傍
観 

12

　地
面
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
紙
の
上
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
な
が
ら
、
移
動
し
て
い
よ
う
が
止
ま
っ
て
い
よ

う
が
、
結
局
私
は
何ど

処こ

で
何
を
し
て
い
て
も
、
地
球
上
の
「
旅
人
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
続
け
て
毎
日
を

生
き
て
い
る
。

語
句

　帰
属
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は
無
理
だ
っ
た
。

　私
は
結
局
も
う
三
十
年
も
の
間
、
自
分
の
生
ま
れ
た
国
を
離
れ
て
、
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
を

転
々
と
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
の
場
所
に
長
期
間
暮
ら
し
た
り
も
し
て
い
る
。
し
か

し
、
旅
と
は
、
移
動
先
に
居
を
構
え
る
の
と
は
意
味
が
違
う
。
時
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
旅

の
実
施
が
叶
わ
ず
、
悶も

ん

々も
ん

と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
幸
い
、
私
は
絵
描
き
だ
か
ら
、
物
理
的
移
動
が

叶
わ
な
く
て
も
、
紙
の
上
で
あ
れ
ば
い
く
ら
で
も
無
限
の
移
動
が
許
さ
れ
る
。
白
い
紙
は
北
海
道
の
果
て

し
な
い
空
で
あ
り
、
ロ
カ
岬
か
ら
見
渡
す
大
西
洋
の
大
海
原
と
同
じ
く
ら
い
ど
こ
ま
で
も
果
て
し
な
く
広

い
。
そ
の
白
い
紙
の
上
で
、
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
暮
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
、
妄
想
と
想
像
の
力

を
借
り
て
、
時
に
は
過
去
と
現
代
を
混
ぜ
合
わ
せ
な
が
ら
描
き
出
す
こ
と
で
、
終
わ
る
こ
と
の
な
い
旅
を

続
け
て
い
る
の
だ
。

　地
球
と
い
う
、
本
質
的
に
は
辺
境
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
、
水
と
土
で
で
き
て
い
る
惑
星
の
上
に
、
た
く

さ
ん
の
多
様
な
生
き
物
た
ち
と
同
様
に
、
人
間
と
い
う
動
物
で
あ
る
自
分
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
、

い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
確
認
。
そ
し
て
、
旅
人
で
あ
る
限
り
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
〝
よ
そ
者
の
傍
観
者
〞

で
あ
り
続
け
る
緊
張
感
の
も
た
ら
す
心
地
の
よ
さ
。
帰
属
を
問
わ
れ
な
い
透
明
人
間
で
い
ら
れ
る
こ
と
の

気
楽
さ
。

＊
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文章の内容を理解するための項目と，その理解を深め発展
させる活動を，問いや言語活動の示唆の形で示しました。

教
材
中
の
言
葉
や
表
現
に
着
目
し
、
表
現
力
を

高
め
る
た
め
の
課
題
や
活
動
を
設
定
し
ま
し
た
。



122

２
Ｃ

評
論  

三ス
ポ
ー
ツ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズム 

阿あ

部べ

潔き
よ
し

　私
た
ち
は
、
日
々
の
日
常
に
お
い
て
こ
と
さ
ら
に
「
日
本
人
」
や
「
日
本
の
国
」
を
意
識
す
る
こ
と
は

な
い
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
が
「
日
本
人
で
あ
る
」
こ
と
や
、
自
分
が
属
す
る
国
が
「
日
本
国
で
あ
る
」

こ
と
が
、
あ
ま
り
に
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
と
り
た
て
て
意
識
す
る
必
要
も
な
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
私
た
ち
で
も
、
き
わ
め
て
意
識
的
・
自
覚
的
に
自
分
た
ち
を
「
日
本
人
」
と
感

じ
取
り
、
日
本
人
の
共
同
体
で
あ
る
「
日
本
国
」
へ
の
同
一
化
を
感
じ
る
瞬
間
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
自
国
の
選
手
や
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
時
だ
。

　四
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
頃
そ
れ
ほ
ど
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
関
心
を
も
た
な
い

人
で
も
、
日
本
代
表
選
手
や
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
注
目
し
、
熱
い
声
援
を
送
る
こ
と
だ
ろ
う
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
理
念
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
世
界
の
交
流
で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
に
は
同
時
に
、
各
国
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
ぶ
つ
か
り
合
い
も
見
て
取
れ
る
。
日
頃
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
無
縁
だ
と
思
っ
て
い
る
人
で

1
◉

1
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　

 
 

nationalism

（
英
語
）
民

族
や
国
家
の
統
一
・
発

展
・
独
立
を
進
め
る
こ
と

を
強
調
す
る
思
想
。

◉
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
　 

 

↓
151
ペ
ー
ジ
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も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
熱
狂
の
な
か
で
「
日
本
人
／
日
本
国
」
の
活
躍
に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
自
分
を
見

つ
け
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
珍
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
二
〇
〇
二
年
に
韓
国
と
日
本
の
共
催
で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
日
本
チ
ー
ム

の
健
闘
も
あ
っ
て
、
若
者
を
中
心
に
多
く
の
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
た
ち
が
日
本
各
地
で
日
の
丸
を
打
ち
振
り

「
ニ
ッ
ポ
ン
！
」
コ
ー
ル
を
連
呼
し
て
い
た
。
た
し
か
に
、
そ
こ
で
の
盛
り
上
が
り
は
多
分
に
お
祭
り
気

分
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
異
様
な
ま
で
の
盛
り
上
が
り
が
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
で
は
な
く
各
国
代
表
が
競
い
合
う
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
の
み
成
立
し
た
こ
と
に
は
、
や
は
り
な
に
が
し
か
の
意
味
が
あ
る
。
世
界
の
強
豪
を
相
手
に

「
日
本
代
表
」
が
大
健
闘
し
た
か
ら
こ
そ
、
人
々
は
熱
狂
で
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
の
活
躍

に
な
に
か
し
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
矜き

ょ
う

持じ

（
プ
ラ
イ
ド
）
を
感
じ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、「
に
わ
か
フ
ァ
ン
」
を

巻
き
込
む
か
た
ち
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
フ
ィ
ー
バ
ー
は
吹
き
荒
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
っ
た
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
場
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
密
接
な
関
係
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
々

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
欲
求
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
集
合
的
な
熱
狂
の
な
か
で
発
散
さ
せ
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
し
て
作
動
し
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
、
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
る
。

＊

2

3

＊

2
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
　
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
（
国

際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
）
主
催

の
国
際
サ
ッ
カ
ー
大
会
。

3
Ｊ
リ
ー
グ
　
日
本
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
略
称
。

語
句

　
一
喜
一
憂
　
に
わ
か

51015
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「
現
代
評
論
を
読
む
た
め
に
」
に
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

評
論
は
、
教
材
と
し
て
定
評
の
あ
る
文
章
を
機
軸
と
し
な
が
ら
、
現
代
的
話
題
に
満
ち
た
清
新
な
文
章
を

教
材
化
。
興
味
・
関
心
や
問
題
意
識
を
喚
起
し
、
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
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三
）
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　こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
私
た
ち
の
多
く
が
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
し
て
寛
容
な

態
度
を
と
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
政
治
や
文
化
の
次
元
で
の
自
民
族
中
心
主
義
的
な
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
評
価
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
。
国
際
政
治
に
お
け
る
紛
争
で
は
、
時
と
し
て

剝む

き
出
し
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
互
い
に
排
他
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
意
識
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
、
流
血
の
事
態
に
発
展
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。
政
治
的
紛
争
に
お
け

る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
露
に
対
し
て
は
、
多
く
の
人
々
が
危
惧
の
念
を
抱
く
に
違
い
な
い
。
二
〇
世
紀

の
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
紛
争
や
戦
争
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
爆
発
が
数
知
れ
ぬ
惨
禍
を
引
き
起

こ
し
て
き
た
事
実
を
考
え
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
人
々
の
拒
否
反
応
は
至
極
当
然
で
あ
る
と

い
え
る
。

　だ
が
、
政
治
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
警
戒
と
は
対
照
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
発
現
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
さ
し
た
る
危
惧
を
抱
か
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
国
を
代
表
す
る
選
手
た

ち
の
活
躍
が
喚
起
す
る
集
団
意
識
や
連
帯
感
情
は
、「
健
全
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
称
賛
さ
れ
さ

え
す
る
。
人
々
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
盛
り
上
が
り
を
、
素
朴
か
つ
無
邪
気
に
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
政
治
の
場
に
お
け
る
の
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

4

＊

4
自
民
族
中
心
主
義

　

 
ethnocentrism

（
英
語
）

の
訳
語
。
自
ら
の
民
族
・

人
種
の
文
化
を
基
準
に
、

他
の
文
化
を
不
当
に
評
価

す
る
見
方
や
態
度
の
こ
と
。

語
句

　危
惧
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ズ
ム
の
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　も
し
こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
現
が
「
文
明
化
」
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
の
み
理
解
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
危
惧
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
暴
力

と
は
無
縁
な
「
健
全
な
」
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
容
認
さ
れ
得
る
か
ら
だ
。
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
と
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
取
り
巻
く
現
実
は
、
そ
う
し
た
楽
観
的
な
認
識
を
許
す
ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

　た
し
か
に
、
あ
る
面
で
ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
て
発
揮
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
洗
練
さ
れ
た
文
明
的

な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
戦
争
や
紛
争
に
お
け
る
暴
力
や
殺
し
合
い
と
は
異
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
死
者
や
怪け

我が

人
が
大
量
に
発
生
す
る
こ
と
は
、
現
在
で
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
。
だ
が
他
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
が
、
た
と
え
間
接
的
で
あ

れ
、
現
実
世
界
で
の
紛
争
や
戦
争
を
煽あ

お

り
激
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
正
当
化
さ
れ
た
手
段
を
用
い
て
味
方
＝
自
分
た
ち
／
敵
＝
奴や

つ

ら
と
が
峻し

ゅ
ん

別べ
つ

さ
れ
る
こ

と
で
、
相
手
と
の
対
立
感
情
が
激
化
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
社
会
に
お
け
る
紛
争
が
ま
す
ま
す
深
刻
化

す
る
。
こ
う
し
た
悪
循
環
が
生
じ
る
危
険
性
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
友
好
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
は
裏

腹
に
さ
ま
ざ
ま
な
軋あ

つ

轢れ
き

や
矛
盾
に
満
ち
た
国
際
政
治
の
な
か
に
ス
ポ
ー
ツ
が
置
か
れ
て
い
る
現
実
を
考
え

れ
ば
、
不
可
避
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

＊

＊

＊

語
句

　峻
別

　軋
轢

　不
可
避

51015

p122-129_SGB027_スポ_2C_30精現B.indd   127 16/03/15   15:40

評
論（
三
）

126

２
Ｃ

　こ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
露
に
つ
い
て
、
ノ
ル
べ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス
が
定

式
化
し
た
「
文
明
化
」
の
視
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
エ
リ
ア
ス
に
よ
れ
ば
、
人
類
が
文
明
化
し
て
い
く

過
程
と
は
、
感
情
的
な
高
揚
に
支
配
さ
れ
る
が
ま
ま
に
身
体
的
・
物
理
的
な
暴
力
が
振
る
わ
れ
る
の
を
防

ぐ
べ
く
、
社
会
・
文
化
的
な
慣
習
を
発
達
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
マ
ナ
ー
、
儀
礼
、
し
き

た
り
と
い
っ
た
社
会
的
作
法
に
よ
っ
て
感
情
的
な
爆
発
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
人
々
の
行
為
や
対
人
関
係

を
野
蛮
で
な
く
「
文
明
的
」
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
近
代
社
会
は
目
指
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　こ
の
視
点
か
ら
見
る
時
、
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
は
、
ま
さ
に
「
文
明
化
」
の
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
作
り
あ
げ
、
一
定
の
秩
序
の
も
と
で
身
体
的
な
競
い
合
い
を
奨
励
す
る
近
代
的
な

ス
ポ
ー
ツ
は
、
感
情
的
な
興
奮
に
支
配
さ
れ
た
剝
き
出
し
の
暴
力
と
は
異
な
り
、
洗
練
さ
れ
た
文
明
的
な

闘
争
＝
競
技
を
通
じ
た
闘
争
を
可
能
に
す
る
の
だ
。

　だ
と
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
ま
た
、
文
明
化
の
産
物
と
し
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
揮
は
、
実
際
の
戦
争
や
紛
争
の
場
で
生
じ
る

物
理
的
な
暴
力
を
回
避
す
べ
く
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
い
う
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
上
で
、
人
々
が
抱
く
闘
争

へ
の
欲
求
を
「
文
明
的
」
に
充み

た
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
文
明
化
と
い
う
視
点
か
ら
見
た

時
、
自
国
チ
ー
ム
を
応
援
し
代
表
選
手
の
活
躍
に
声
援
を
送
る
こ
と
で
成
り
立
つ
集
合
的
な
熱
狂
や
興
奮

は
、
戦
争
に
お
け
る
「
野
蛮
な
」
暴
力
と
は
対
照
的
に
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
「
文
明
的
な
」
ナ
シ
ョ
ナ
リ

5

◉

▼

5
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
エ
リ
ア
ス

　

N
orbert Elias 

一
八
九
七

年
〜
一
九
九
○
年
。
ド
イ

ツ
人
の
社
会
学
者
。

◉
身
体
↓

252
ペ
ー
ジ

「『
文
明
化
』
の
過
程
」

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
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阿
部
潔

　一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
〜
。
社
会
学
者
。
愛
知
県
の
生
ま
れ
。
専

門
は
メ
デ
ィ
ア
論
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題

を
メ
デ
ィ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
視
点
を
置
き
分
析
し
て
い
る
。
著
書
に

『
公
共
圏
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』、『
彷さ
ま
よ徨
え
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
な
ど
が

あ
る
。
本
文
は
『
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
惑
と
メ
デ
ィ
ア
の
誘
惑
』（
二
〇
〇
八
）
に

よ
っ
た
。

学
習
の
手
引
き

一

「
こ
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
…
…
見
い
だ
さ
れ
る
。」

（
123
・
12
〜
13
）
と
あ
る
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

の
密
接
な
関
係
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
の
具
体
例
に

基
づ
い
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

二

次
の
語
句
を
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
て
み
よ
う
。

①
「
政
治
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
124
・
10
）

②
「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
126
・
1
）

三

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
「『
野
蛮
化
』
に
結

び
つ
く
危
う
さ
を
常
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
」（
128
・
1
）
の
は

な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
み
よ
う
。

四

筆
者
は
ス
ポ
ー
ツ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
か
。
ま
た
そ
れ
は

な
ぜ
か
。
ま
と
め
て
み
よ
う
。

言
葉
と
表
現

「
文
明
化
」「
野
蛮
化
」
の
よ
う
に
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
「
○
○

化
」
と
い
う
言
葉
を
探
し
て
、
そ
の
意
味
や
使
わ
れ
方
を
調
べ
て

み
よ
う
。

漢
字

一
喜
一
憂 

123 

　喚
起 

123 

　発
露 

124 

　惨
禍 

124 

　高
揚 

126 

奨
励 

126
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ム
の
発
現
は
「
文
明
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
同
時
に
、「
野
蛮
化
」
に
結
び
つ
く
危
う
さ
を
常
に
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　現
代
ス
ポ
ー
ツ
に
見
い
だ
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
二
重
性
は
、
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
自
体
の
特
性
と
い

う
よ
り
も
、
そ
れ
が
置
か
れ
た
政
治
・
文
化
的
な
文
脈
（
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
判
断

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
自
国
と
諸
外
国
と
の
関
係
を
取
り
巻
く
現
代
世
界
の
複
雑
な
情
況
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を

介
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
に
深
く
影
を
落
と
し
て
い
る
の
だ
。

　そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
際
に
必
要

と
さ
れ
る
の
は
、
白
黒
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
よ
う
な
価
値
判
断
を
下
す
こ
と
（
ス
ポ
ー
ツ
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な
い
／
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
健
全
で
あ
る
）
で
は
な
く
、

ど
の
よ
う
な
政
治
・
文
化
的
な
情
況
の
も
と
で
ス
ポ
ー
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
そ
の
姿
を
現
し
て
い
る

の
か
を
冷
静
か
つ
仔し

細さ
い

に
見
極
め
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

＊

語
句

　仔
細

510
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現
代
評
論
を

読
む
た
め
に

近
代 the M

odern Age

関
連
教
材

46
・
74
・
92
・
122
・
130
・
138
・
238
・
244
・
273
・
282
・
350

3

　「近
代
」
と
は
歴
史
の
時
代
区
分
の
一
つ
で
、

西
洋
史
で
は
、
古
代
、
中
世
、
近
世
に
続
く
特
定

の
歴
史
的
時
代
を
指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ル

ネ
サ
ン
ス
、
宗
教
改
革
以
降
の
時
代
、
特
に
市
民

革
命
・
産
業
革
命
以
後
の
資
本
主
義
社
会
の
時
代

を
、
日
本
史
で
は
一
般
に
明
治
維
新
か
ら
第
二
次

世
界
大
戦
終
了
ま
で
の
時
期
を
指
し
、
そ
れ
以
降

を
特
に
現
代
と
い
い
ま
す
。

　西
洋
近
代
が
成
し
遂
げ
た
も
っ
と
も
大
き
な
成

果
は
、
身
分
制
社
会
か
ら
人
々
を
解
放
し
た
こ
と

で
し
た
。
そ
れ
ま
で
土
地
や
身
分
に
縛
り
つ
け
ら

れ
て
い
た
人
々
が
、
封
建
的
な
因
習
・
様
式
な
ど

か
ら
脱
し
、
合
理
的･

科
学
的
・
民
主
的
な
考
え

に
基
づ
い
て
生
き
る
市
民
（citizen

）
に
な
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
近
代
社
会
は
、
政
治
的
に
は

民
主
主
義
、
思
想
的
に
は
個
人
主
義
を
基
調
と
し

た
、
人
権
を
も
つ
自
由
な
諸
個
人
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
自
由
な
社
会
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
に
市
場
経
済
が
全
面

化
し
、
資
本
主
義
が
発
展
し
ま
す
。
近
代
は
、

人
々
に
自
由
な
法
的
主
体
と
し
て
の
輪
郭
を
与
え

る
と
と
も
に
、
国
境
内
の
、
自
然
環
境
を
含
む
全

て
の
物
理
的
空
間
を
、
近
代
的
な
所
有
関
係
に

よ
っ
て
覆
い
つ
く
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の
発

想
が
国
家
の
外
部
へ
と
延
長
さ
れ
る
と
き
、
所
有

関
係
が
設
定
可
能
な
空
間
と
し
て
の
植
民
地
が
生

ま
れ
ま
す
。

　さ
て
、
近
代
を
象
徴
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

資
本
主
義
は
、
共
産
主
義
や
社
会
主
義
と
い
っ
た

政
治
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
資
本
と
は
、
増
殖
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
た

貨
幣
そ
の
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
経
済
は
、
増

殖
す
る
こ
と
、
運
動
し
続
け
る
こ
と
を
宿
命
づ
け

ら
れ
た
、
全
世
界
を
覆
う
貨
幣
の
流
動
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
す
。

　ま
た
、
近
代
の
市
場
経
済
が
、
単
な
る
商
品
経

済
と
異
な
る
の
は
、
交
換
さ
れ
る
財
が
生
産
要
素

（
資
本
・
土
地
・
労
働
）
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
る

点
に
あ
り
ま
す
。
労
働
力
を
時
間
単
位
で
売
買
す

る
賃
労
働
の
発
想
が
一
般
化
し
て
は
じ
め
て
、
生

産
要
素
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
、
利
潤
の
拡
大
を

図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
す
。

　近
代
に
お
け
る
国
家
は
、
国
民
国
家
（nation

　

state

）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
つ

の
国
民
（nation

）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
国
家

（state

）
と
い
う
意
味
で
す
が
、
国
民
国
家
と

い
っ
て
も
、
そ
こ
に
帰
属
す
る
民
族
は
一
つ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
国
家
の
領
域
内
で
話
さ
れ
て
い

る
言
語
も
一
つ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国

民
国
家
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
じ
め
て
同
一
国

家
内
に
生
き
る
人
間
を
同
胞
（
我
々
）
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
国

家
を
「
想
像
の
共
同
体
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
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す
（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
）。

　二
十
世
紀
後
半
、
近
代
の
後
の
時
代
（
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
）
を
考
え
る
思
想
運
動
が
活
発
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
主
張
は
、
近
代
が
恣
意
的
・
歴
史

的
な
制
度
に
す
ぎ
ず
、
近
代
の
価
値
観
（
自
由
や

民
主
主
義
）
を
絶
対
的
・
普
遍
的
に
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
ポ

ス
ト
近
代
思
想
は
、
近
代
に
代
わ
る
も
う
ひ
と
つ

の
制
度
を
提
案
す
る
も
の
で
は
な
く
、
近
代
の
限

界
を
近
代
の
原
理
に
即
し
て
示
す
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
だ
「
近
代
」
と
い

う
歴
史
的
時
代
の
延
長
線
上
を
生
き
て
い
る
の
だ

と
い
え
ま
す
。

語
句
の
解
説

◉
民
主
主
義︵d

em
ocracy

︶

　本
来
権
力
を
も
た
な
い
民
衆
（
市
民
、
人
民
）

が
、
合
意
に
よ
っ
て
国
家
や
社
会
の
意
思
決
定
を

行
う
仕
組
み
の
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
民
が
人

民
の
名
に
お
い
て
制
定
し
た
法
に
権
威
が
認
め
ら

れ
、
個
々
人
は
そ
の
規
則
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

◉
個
人
主
義︵ind

ivid
ualism

︶

　こ
れ
以
上
分
割
で
き
な
い
も
の
（in-dividual

）

と
し
て
の
人
間
を
「
個
人
」
と
し
て
抽
出
し
、

個
々
の
人
間
が
も
つ
人
格
の
独
自
性
と
自
律
性
を

重
ん
じ
る
立
場
。
近
代
社
会
に
お
け
る
個
人
は
、

民
主
主
義
の
担
い
手
と
し
て
の
責
任
主
体
、
市
場

経
済
の
担
い
手
と
し
て
の
契
約
主
体
と
し
て
想
定

さ
れ
て
い
る
。

◉
市
場
経
済︵m

arket econom
y

︶

　計
画
経
済
と
異
な
り
、
個
々
の
経
済
主
体
が
自

由
に
経
済
活
動
を
行
い
、
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

に
お
け
る
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
価

格
と
取
引
数
量
が
調
節
さ
れ
る
仕
組
み
の
こ
と
。

◉
植
民
地︵colony

︶

　植
民
地
と
は
本
来
、
あ
る
国
か
ら
の
植
民
（
移

民
）
に
よ
っ
て
、
開
発
や
支
配
が
進
め
ら
れ
る
本

国
以
外
の
地
域
を
指
す
。
十
六
世
紀
頃
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
侵
略
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
海

外
領
土
を
保
護
国
と
し
て
従
属
さ
せ
（
植
民
地
主

義
）、
自
国
（
宗
主
国
）
の
発
展
の
基
礎
と
し
て

き
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
ア
ジ
ア
お
よ

び
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
植
民
地
が
独
立
を
果
た
し
た
（
脱
植
民
地
化
）。

し
か
し
、
旧
植
民
地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

残
っ
て
お
り
、
そ
の
問
題
を
把
握
す
る
た
め
に
始

ま
っ
た
文
化
研
究
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム

（post-colonialism

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

◉
共
産
主
義︵com

m
unism

︶・
社
会
主
義

︵socialism

︶

　共
産
主
義
は
、
資
本
主
義
の
よ
う
な
財
産
の
私

有
を
否
定
し
、
す
べ
て
の
財
産
を
共
有
化
す
る
こ

と
で
、
平
等
な
理
想
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
思

想
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
い
て
は
、
生
産

手
段
の
社
会
的
所
有
が
実
現
化
さ
れ
、
人
々
が
労

働
に
応
じ
て
分
配
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
共
産
主
義
の
第
一
段
階
が
社
会
主
義
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

◉
民
族︵naition

／ethnic group

︶

　民
族
と
は
「
我
々
○
○
人
」
と
い
う
帰
属
意
識

を
共
有
す
る
集
団
の
こ
と
。
国
民
（naiton

）
の

範
囲
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
く
、
複
数
の
民
族

が
共
存
す
る
国
家
が
多
い
。
民
族
や
国
民
と
い
う

単
位
に
基
づ
い
て
同
胞
意
識
が
発
揚
さ
れ
る
の
が

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（nationalism

）
で
あ
る
。
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ジ
数
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い
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す
。
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と
漢
語
の
ど
ち
ら
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

一
律
に
は
出
な
い
答
え
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
年
齢
や

職
業
、
興
味
や
趣
味
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
ば
に
対
す
る

親
密
度
が
異
な
る
か
ら
で
す
。

　『
日
本
語
よ
ど
こ
へ
行
く
』
の
中
で
、
増ま
す

井い

元は
じ
め

は
一
九
九
八
年

に
出
さ
れ
た
あ
る
辞
書
の
第
五
版
で
は
一
〇
・
二
％
ぐ
ら
い
が
カ

タ
カ
ナ
語
で
、
新
語
と
し
て
収
録
さ
れ
た
一
万
語
の
う
ち
三
つ
に

一
つ
が
カ
タ
カ
ナ
語
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
同
辞
書
の
カ
タ
カ
ナ

語
は
、
一
九
八
三
年
の
第
三
版
で
八
・
五
％
、
一
九
九
一
年
の
第

四
版
は
九
・
二
％
だ
っ
た
そ
う
で
す
か
ら
、
日
本
語
の
語
彙
の
中

で
カ
タ
カ
ナ
語
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。
さ
ら

に
同
書
の
中
で
は
井い
の

上う
え

史ふ
み

雄お

に
よ
っ
て
、「
羞
恥
レ
ス
」「
ア
ン
信

じ
ラ
ブ
ル
」「
オ
タ
ッ
キ
ー
」
の
よ
う
に
、
若
者
が
英
語
の
単
語

を
増
や
す
た
め
の
技
術
を
日
本
語
に
用
い
始
め
た
こ
と
や
、
雑
誌

の
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
な
く
、
社
名
に
も
英
語
的
な
つ
づ
り
が
用
い

ら
れ
た
り
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
商
標
名
が
外
国
語
ふ
う
に
発
音
さ
れ

た
り
と
い
っ
た
最
新
の
現
象
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
く
て

か
っ
こ
い
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
こ
と
ば
遊
び
の
感
覚
で
若
者
が

カ
タ
カ
ナ
語
に
傾
倒
し
、
そ
の
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
Ａ
Ｖ
機
器
な
ど
で
カ
タ
カ
ナ
語
を
利
用
し
、
専

門
性
と
知
的
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て
政
治
経
済
、
医
療
・
福
祉
の
分

野
で
も
カ
タ
カ
ナ
語
が
用
い
ら
れ
る
…
…
私
た
ち
の
周
り
は
カ
タ

カ
ナ
語
だ
ら
け
。
そ
う
感
じ
る
の
も
無
理
の
な
い
現
状
だ
と
も
言

え
ま
す
。

　
先
に
、「『
外
来
語
の
氾
濫
』
は
『
こ
と
ば
の
乱
れ
』
の
定
番
」

と
書
き
ま
し
た
が
、「
外
来
語
の
…
…
」
と
言
っ
た
ら
す
ぐ
に

「
氾
濫
」
と
い
う
こ
と
ば
が
浮
か
ぶ
ほ
ど
、「
外
来
語
」
は
「
こ
と

ば
の
乱
れ
」
の
素
と
し
て
敵
視
さ
れ
続
け
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
と
ば
の
乱
れ
」
が
嘆
か
れ
る
と
き
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ

ど
「
外
来
語
の
氾
濫
」
が
嘆
か
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、「
外
来

語
」
を
広
め
る
の
は
往
々
に
し
て
若
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
関

係
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
正
し
い
日
本
語
」

「
美
し
い
日
本
語
」、
ひ
い
て
は
「
純
粋
な
日
本
語
」
を
求
め
る
心

と
同
調
す
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　『
日
本
・
日
本
語
・
日
本
人
』
の
中
で
森も
り

本も
と

哲て
つ

郎ろ
う

は
、
カ
タ
カ

ナ
語
を
使
う
こ
と
は
こ
と
ば
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
だ
と
し
て
、

「
カ
タ
カ
ナ
語
を
使
う
こ
と
で
、
言
語
の
も
っ
て
い
る
歴
史
性
を

失
う
。
一
つ
の
単
語
に
も
、
そ
の
こ
と
ば
に
ま
つ
わ
る
情
緒
な
り

価
値
観
な
り
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
記
号
化
す
る

こ
と
で
、
と
た
ん
に
こ
と
ば
の
も
つ
重
み
が
な
く
な
っ
て
し
ま

＊

＊

＊

5101520
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批
評
の
ま
な
ざ
し
4

　「こ
と
ば
の
乱
れ
」
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
「
外
来
語
の
氾
濫
」

が
糾き
ゅ
う

弾だ
ん

さ
れ
る
の
も
、
も
う
定
番
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
の
「
外

来
語
の
氾
濫
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
量
と
速
度
が
今
ま
で
に
な
く

圧
倒
的
だ
と
感
じ
る
人
が
多
い
よ
う
で
、
日
本
語
が
外
国
語
に
侵

食
さ
れ
る
と
い
う
危
機
感
を
口
に
す
る
人
や
、
日
本
語
の
国
際
化

の
た
め
に
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
す
る
人
な
ど
、
賛
否
両
論
、

侃か
ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

の
議
論
が
あ
り
ま
す
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
意
味
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
外
国
語
が
、
日
本
語
に
置
き
換
え

ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
カ
タ
カ
ナ
語
と
な
っ
て
怒ど

濤と
う

の
よ
う
に
溢あ
ふ

れ
て
い
る

│
そ
の
よ
う
な
危
惧
を
唱
え
る
声
に
押
さ
れ
て
か
、

国
立
国
語
研
究
所
は
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
外
来
語
を
減
ら
そ
う

と
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
ま
で
に
外
来
語
の
言
い
換
え
案
一
〇
九

語
を
提
案
し
ま
し
た
。

【
問
い
】
　次
の
カ
タ
カ
ナ
語
と
漢
語
の
ど
ち
ら
が
わ
か
り
や
す

い
で
す
か
。

①
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
＝
独
自
性
、
自
己
認
識

②
ア
ー
カ
イ
ブ
＝
保
存
記
録
・
記
録
保
存
館

③
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＝
起
業
支
援

④
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
＝
全
体
構
想

⑤
オ
ン
デ
マ
ン
ド
＝
注
文
対
応

⑥
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＝
等
生
化

⑦
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
＝
納
得
診
療
、
説
明

と
同
意

⑧
リ
ア
ル
タ
イ
ム
＝
即
時

⑨
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
＝
無
境
界
、
脱
境
界

⑩
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＝
市
場
戦
略

　外
来
語
、
外
国
語
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
る
た
め
、
最
近
で
は

「
カ
タ
カ
ナ
語
」
と
か
「
カ
タ
カ
ナ
こ
と
ば
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

で
す
。【
問
い
】
は
、
二
〇
〇
三
年
に
国
立
国
語
研
究
所
が
提
案

し
た
、
外
来
語
の
言
い
換
え
案
の
い
く
つ
か
で
す
。
カ
タ
カ
ナ
語

＊

51015
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す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
お

い
て
常
に
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
今
も
な
お
、
同
じ
日
本
語
の
中

に
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
や
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
と
も
比
喩
さ
れ
る
よ
う
な
他

言
語
が
包
容
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
っ
と

積
極
的
に
享
受
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

 （
川か
わ

口ぐ
ち

良り
ょ
う

・
角つ
の

田だ

史ふ
み

幸ゆ
き

『
日
本
語
は
だ
れ
の
も
の
か
』〔
二
〇
〇
五
〕
よ

り
）外

来
語
の
言
い
換
え
案
　
国
立
国
語
研
究
所
に
よ
る
「
外
来
語
」
言
い
換

え
提
案
は
、
第
１
回
（
二
〇
〇
三
年
四
月
）、
第
２
回
（
二
〇
〇
三
年
一

一
月
）、
第
３
回
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）、
第
４
回
（
二
〇
〇
六
年
三

月
）
の
四
回
に
分
け
て
発
表
さ
れ
、
語
数
は
一
七
六
語
と
な
っ
た
。
提
案

内
容
は
、
国
立
国
語
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
参
照
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

増
井
元
　
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
〜
。
国
語
辞
典
編
集
者
。

井
上
史
雄
　
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
〜
。
社
会
言
語
学
者
。

森
本
哲
郎
　
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
〜
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
。

評
論
家
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
　bilingual 

二
つ
の
言
語
を
自
由
に
使
う
能
力
が
あ
る
人
。

ト
リ
リ
ン
ガ
ル
　trilingual 

三
か
国
語
を
自
由
に
話
す
人
。

 

本
文
の
内
容
を
三
〇
〇
字
以
内
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

 

「
外
来
語
の
氾
濫
」（
372
上・
1
）
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
八
〇
〇
字
以
内
で
論
じ
て
み

よ
う
。

筆
者
紹
介

内
田
樹
　
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
〜
。
思
想
家
。
東
京
都
の

生
ま
れ
。
フ
ラ
ン
ス
思
想
や
映
画
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
的
な

事
象
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
る
。
著
書
に
『
た
め
ら
い
の
倫
理

学
』『
寝
な
が
ら
学
べ
る
構
造
主
義
』
な
ど
が
あ
る
。

川
口
良
　
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
〜
。
日
本
語
教
師
。
長
崎

県
の
生
ま
れ
。
日
本
語
教
育
の
立
場
か
ら
日
本
語
を
分
析
す
る
。

共
著
に
『
国
語
と
い
う
呪
縛
』、
共
訳
書
に
Ｊ
・
ハ
ス
ラ
ム
『
誠

実
と
い
う
悪
徳
』
な
ど
が
あ
る
。

角
田
史
幸
　
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
〜
。
哲
学
者
。
東
京
都

の
生
ま
れ
。
経
済
社
会
学
、
現
代
思
想
を
専
門
と
す
る
。
共
著
に

『
教
育
の
臨
界
―
教
育
的
理
性
批
判
』『
国
語
と
い
う
呪
縛
』、
訳

書
に
Ｍ
・
リ
ュ
ベ
ル
『
マ
ル
ク
ス
へ
帰
れ
』
な
ど
が
あ
る
。

課
題
1

課
題
2

5
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う
」
と
、「
外
来
語
の
氾
濫
」
を
強
く
非
難
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

同
書
の
中
で
「
カ
タ
カ
ナ
語
が
氾
濫
す
る
現
在
の
日
本
の
状
況
は
、

奈
良
朝
か
ら
平
安
期
の
漢
語
輸
入
時
代
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
一
知
半
解
の
外
来
語
の
洪
水
で
、
日
本
人
の
思
考
力

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
漢
語
と
同
じ
よ
う
に

カ
タ
カ
ナ
語
を
和
製
英
語
に
し
て
日
本
語
化
す
る
可
能
性
は
十
分

考
え
ら
れ
る
が

│
い
や
、
す
で
に
そ
う
な
り
つ
つ
あ
る

│
私

が
い
ち
ば
ん
憂
え
る
の
は
、
日
本
語
の
骨
格
そ
の
も
の
ま
で
が
く

ず
れ
て
、
そ
の
あ
げ
く
変
質
し
た
日
本
語
が
思
考
や
感
情
を
奇
妙

に
ゆ
が
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
」
と
述

べ
、
そ
し
て
、
こ
う
続
け
ま
す
。「
日
本
人
に
課
せ
ら
れ
て
い
る

の
は
、
自
分
た
ち
の
精
神
を
形
づ
く
っ
て
い
る
こ
と
ば
、
日
本
語

の
性
格
を
、
改
め
て
反
省
し
、
自
覚
し
、
的
確
な
、
そ
し
て
美
し

い
言
語
へ
と
高
め
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
な
い
」。
こ
の
よ

う
に
し
て
「
外
来
語
」
の
排
斥
は
、「
正
し
い
日
本
語
」「
美
し
い

日
本
語
」
の
主
張
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
断
固
と
し
た
カ
タ
カ
ナ
語
敵
視
論
が
あ
る
一
方

で
、『
平
成
十
四
年
度
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
』（
文
化
庁
）
で

は
、｢

カ
タ
カ
ナ
語
を
交
え
て
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、

「
好
ま
し
く
な
い
と
感
じ
る
」
人
三
六
・
六
％
、「
好
ま
し
い
と
感

じ
る
」
人
一
六
・
二
％
、「
別
に
何
も
感
じ
な
い
」
人
四
五
・

一
％
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。「
好
ま
し
い
」
人
と
「
別
に

何
も
感
じ
な
い
」
人
を
加
え
る
と
六
一
・
三
％
、
こ
れ
は
「
好
ま

し
く
な
い
と
感
じ
る
人
」
の
倍
近
い
数
値
に
な
り
、
カ
タ
カ
ナ
語

に
対
し
て
日
本
人
は
そ
れ
ほ
ど
の
「
敵
意
」
を
抱
い
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
外
来
語
弱
者
と
言
わ
れ
る
お
年
寄
り
や
外
国
人
に
対
す
る
配
慮

さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
増
殖
に
そ
れ
ほ
ど
目
く
じ

ら
を
立
て
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
先
の
国
立
国
語
研
究

所
の
外
来
語
の
言
い
換
え
案
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
漢
語
と

カ
タ
カ
ナ
語
の
ど
ち
ら
が
わ
か
り
や
す
い
な
ど
と
い
う
こ
と
を
一

律
に
決
め
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
す
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
一

人
ひ
と
り
が
、
わ
か
り
に
く
い
ほ
う
の
語
彙
を
自
分
の
中
に
新
し

く
取
り
込
ん
で
い
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
人
間
一
人
が
所
有
で

き
る
語
彙
量
は
限
ら
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
や
ト
リ
リ
ン
ガ
ル
も
決
し
て
珍
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
様
な
こ
と
ば
の
存
在
を
知
る
こ
と
は
、
多
様
な
他
者
を
理
解
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。「
わ
か
ら
な
い
」「
わ
か
り
に

く
い
」
も
の
を
拒
否
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と

＊

＊
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現

情
報
の
読
み
方
・
扱
い
方

　報
告
文
や
解
説
文
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
統
計
な
ど
の
数
値

デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
や
表
な
ど
に
示
し
た
視
覚
資
料
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
私
た
ち
が
よ
く
目
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
度

情
報
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
で
は
、
情
報
そ
の
も
の
が
正
し
い
か

ど
う
か
を
判
断
し
た
り
、
情
報
を
整
理
し
、
的
確
に
把
握
し
た
り
す

る
力
、
過
剰
な
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を
見
つ
け
出
し
た
り
、

効
果
的
に
活
用
し
た
り
す
る
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ

こ
で
は
、
情
報
の
読
み
方
・
扱
い
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　下
段
に
掲
げ
た
図
「
日
本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
二
〇
一
三
年
）」

は
、
日
本
の
人
口
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
も

と
に
「
少
子
高
齢
社
会
に
移
行
し
た
社
会
的
要
因
を
探
り
、
さ
ら
に

少
子
高
齢
社
会
の
問
題
点
を
考
え
る
」
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で

み
よ
う
。

1
資
料
を
読
む
際
に
は
、
資
料
を
読
む
目
的
を
明
確
に
し
、
資
料
の

も
と
に
な
っ
た
調
査
の
目
的
、
実
施
時
期
、
対
象
及
び
回
収
結
果
、

調
査
を
行
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
団
体
な
の
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
確
認

　資
料
は
、
国
勢
調
査
（
全
国
の
全
世
帯
を
対
象
）
に
よ
る
人

口
を
基
に
し
た
二
〇
一
三
年
時
点
で
の
人
口
推
計
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

総務省統計局編『日本の統計2015』より作成
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2
次
に
、
資
料
を
お
お
ま
か
に
把
握
し
、
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
情

報
を
列
挙
し
て
み
る
。
続
い
て
、
列
挙
し
た
情
報
の
中
で
、
著
し

い
特
徴
や
大
き
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
点
か
を

考
え
る
。
こ
こ
で
は
一
つ
の
資
料
を
扱
う
だ
け
だ
が
、
も
し
複
数

の
資
料
を
扱
う
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
情

報
の
関
連
性
に
も
注
目
す
る
。
分
析

1
お
お
ま
か
な
把
握

―
略

―

2
著
し
い
特
徴
、
大
き
な
傾
向

①
人
口
が
最
も
多
い
の
は
六
四
歳
〜
六
六
歳
で
あ
る
。

②
次
に
人
口
が
多
い
の
は
三
九
歳
〜
四
二
歳
あ
た
り
で
あ
る
。

③
四
〇
歳
以
下
で
は
、
年
齢
が
下
が
る
に
つ
れ
て
し
だ
い
に

減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。

3
資
料
の
特
徴
の
背
景
、
資
料
の
特
徴
が
示
す
問
題
点
を
探
り
、
そ

の
問
題
に
関
す
る
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
る
。
考
察

1
特
徴
の
背
景

①
終
戦
前
後
の
出
生
減
と
戦
後
復
興
期
に
出
生
率
が
急
増
し

た
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
人
口
増
加
。

②
高
度
経
済
成
長
期
に
出
生
率
が
急
増
し
た
第
二
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
よ
る
人
口
増
加
。

③
未
婚
・
非
婚
化
と
い
う
結
婚
を
め
ぐ
る
変
化
、
核
家
族

化
・
都
市
化
に
よ
る
家
庭
の
養
育
力
の
低
下
、
若
年
失
業

者
の
増
大
と
い
っ
た
社
会
経
済
状
況
な
ど
を
原
因
と
す
る

出
生
率
低
下
に
よ
る
少
子
化
。

2
問
題
点

　少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、
医
療
や
年
金
等
の
社
会
保
障
制

度
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
り
か
ね
な
い
し
、
地
域
社
会
の
活
力

の
低
下
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

3
問
題
点
に
対
す
る
意
見

―
略

―

 

3
の
「
3

　問
題
点
に
対
す
る
意
見
」
を
四
〇
〇
字
程

度
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
最
も
重
要
な
点
は
何
か
を
考
え

な
が
ら
、
将
来
の
展
望
や
対
策
な
ど
を
含
め
て
、
自
分
の
意
見
を
ま

と
め
る
よ
う
に
し
よ
う
。

課
題
1
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現
在
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
気
候
変
動
が
世
界
的
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
有
力
な
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
次
の
資
料
（
表
１
、
図
１
・
２
）

を
活
用
し
、
以
下
の
留
意
点
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
八
〇
〇
字
程
度

の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

【
留
意
点
】

①
レ
ポ
ー
ト
の
構
想
を
練
る
　

　
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
（
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
現
状
や

予
測
、
そ
の
原
因
、
影
響
）
を
書
く
だ
け
で
な
く
、
テ
ー
マ
に
関

す
る
日
常
の
体
験
や
排
出
を
抑
え
る
対
策
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み

よ
う
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
国
と
し
て
、
世
界
全

体
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ

ベ
ル
の
対
策
が
考
え
ら
れ
る
。

②
レ
ポ
ー
ト
の
主
題
を
し
ぼ
る

　
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
の
全
て
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

資
料
を
活
用
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、「
わ
が
家
の
温
暖
化
対
策
」

「
温
暖
化
防
止
と
科
学
技
術
」「
温
暖
化
防
止
に
果
た
す
日
本
の
役

割
」
と
い
う
よ
う
に
、
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
記
述
し
よ
う
。
そ
の
際

に
、
重
要
な
の
は
「
自
分
の
問
題
」
と
し
て
書
く
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
立
場
に
な
り
、
長
期
的
な
視
野
を
も
っ

て
考
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
よ
り
公
正
で
説
得
力
の
あ
る
レ
ポ
ー

ト
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

③
情
報
を
活
用
す
る
。

　
事
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
図
書
館
を
利
用
し
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
」「
パ
リ
協
定
」「
京
都
議
定
書
」「
気
候
変
動
問
題
」「
地
球
温

暖
化
」
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
も
活
用

し
よ
う
。

課
題
2

表 1　地球温暖化の影響の現状
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中
島
敦「
山
月
記
」（
教
科
書
20
ペ
ー
ジ
）か

ら

茂
木
健
一
郎「
最
初
の
ペ
ン
ギ
ン
」（
教
科

書
14
ペ
ー
ジ
）か
ら

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ「
地
球
上
の『
旅
人
』」（
教

科
書
8
ペ
ー
ジ
）か
ら

「
夢
」
と
は
。「
無
意
識
」
と
は
。
脳
科

学
者
と
心
理
学
者
の
対
話
は
、
や
が
て

人
間
関
係
や
生
き
方
に
及
ぶ
。
科
学
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
対
話
集
。

現
代
日
本
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
古

代
ロ
ー
マ
の
浴
場
設
計
技
師
が
、
未
来

で
の
体
験
を
古
代
ロ
ー
マ
で
活
用
す
る

姿
を
描
く
。
著
者
の
代
表
作
。

漢
軍
を
率
い
て
征
服
に
向
か
っ
た
も
の

の
敗
退
し
、匈き
ょ
う

奴ど

の
捕
虜
と
な
っ
た「
李

陵
」。中
国
の
古
典
に
材
を
と
っ
た
表
題

作
の
他
、「
弟
子
」「
名
人
伝
」
を
収
録
。

ラ
イ
ト
兄
弟
の
苦
し
み
は
、
発
明
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。
蒸
気
機
関
か
ら
半
導

体
ま
で
、
古
今
東
西
、
発
明
家
た
ち
が

た
ど
っ
た
特
許
取
得
ま
で
の
苦
闘
。

海
外
旅
行
も
珍
し
か
っ
た
一
九
五
九
年

か
ら
三
十
一
年
に
わ
た
り
百
五
十
の
国

を
取
材
し
た
著
者
が
、
旅
の
魅
力
や
自

ら
の
人
生
観
な
ど
を
語
り
尽
く
す
。

朝
、
目
覚
め
る
と
、「
自
分
が
途
方
も

な
い
虫
に
変
わ
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ

い
た
」―
心
は
人
間
の
ま
ま
、姿
だ
け

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
男
の
心
理
を
描
く
。

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
す
す
め
る
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
（
＝
創

造
的
な
考
え
方
）
を
、
写
真
や
図
解
も

含
め
、
具
体
的
に
解
説
す
る
。

世
界
中
を
旅
す
る
作
家
と
し
て
知
ら
れ

る
著
者
が
、
北
極
か
ら
ア
フ
リ
カ
ま
で
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
訪
れ
た
土
地
の
思

い
出
を
写
真
と
と
も
に
披
露
す
る
。

六り
く

朝ち
ょ
う

や
唐
代
の
志
怪
・
伝
奇
小
説
の
流

れ
を
く
む
短
編
小
説
集
。
幽
鬼
や
神
、

不
思
議
な
生
き
物
た
ち
の
巻
き
起
こ
す

事
件
を
描
く
。
上
下
巻
で
92
編
収
録
。

こ
こ
ろ
と
脳
の
対
話

�

茂
木
健
一
郎
・

�

河か
わ
い合
隼は

や

雄お

テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ

�

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ

李り

陵り
ょ
う・

山
月
記

�

中
島
敦

世
界
を
変
え
た
発
明
と

特
許

�

石い
し

井い

正た
だ
し

わ
た
く
し
が
旅
か
ら
学

ん
だ
こ
と

�

兼か
ね

高た
か

か
お
る

変
身

�

フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
／

�

池い
け

内う
ち

紀お
さ
む

訳

佐さ

藤と
う

可か

士し

和わ

の
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ

�

佐
藤
可
士
和

世
界
ど
こ
で
も
ず
ん
が

ず
ん
が
旅

�

椎し
い

名な

誠ま
こ
と

聊り
ょ
う

斎さ
い

志し

異い︵
上
︶︵
下
︶

�

蒲ほ

松し
ょ
う

齢れ
い

／

�

立た
つ

間ま

祥よ
し

介す
け

編
訳
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各教材の学習を広げ深めるため，作者やテーマと関わる本を豊富に紹介しています。
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指
導
書
・
教
材

指
導
書
　

本
体
価
格
二
六
、
〇
〇
〇
円　

指
導
書
別
売
品　

生
徒
用
教
材
　

■ 

教
師
用
教
科
書　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
教
師
用
教
科
書
」
と
同
じ
も
の
で
す
。

■ 

指
導
資
料
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版　
本
体
価
格
五
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

指
導
書
の
「
指
導
資
料
」
の
紙
面
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
し
た
も
の
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト　
本
体
価
格
六
〇
〇
円
（
税
別
）

教
科
書
準
拠
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で
す
。
別
冊
解
答
に
は
、
自
習
に
も
使

え
る
詳
し
い
解
説
が
付
い
て
い
ま
す
。

■ 

指
導
資
料

教
材
研
究
に
役
立
つ
資
料
や
、
実
際
の
授
業
や
評
価
で
活
用
で
き
る
情

報
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■ 

発
問
例
集

指
導
資
料
に
掲
載
し
た
発
問
を
ま
と
め
た
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

● 

構
成
・
内
容
理
解
シ
ー
ト　
● 

語
句
学
習
シ
ー
ト

■ 

基
本
テ
ス
ト

短
時
間
で
基
礎
を
養
う
小
テ
ス
ト
。
現
代
文
編
で
は
漢
字
や
語
句
、
古

文
で
は
文
法
、
漢
文
で
は
句
法
な
ど
に
つ
い
て
出
題
し
ま
す
。

■ 

評
価
問
題

定
期
考
査
な
ど
に
使
え
る
問
題
を
、
各
教
材
、
難
易
度
別
に
複
数
収
録

し
て
い
ま
す
。

■ 

実
力
問
題

教
科
書
の
教
材
と
同
じ
著
者
の
作
品
や
、
別
の
著
者
に
よ
る
同
じ
テ
ー

マ
の
文
章
な
ど
を
素
材
に
し
た
実
力
問
題
を
豊
富
に
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

補
充
教
材

教
科
書
の
教
材
に
関
連
す
る
資
料
や
、
発
展
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る

作
品
な
ど
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

教
科
書
原
文

教
科
書
教
材
文
の
原
文
デ
ー
タ
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

■ 

朗
読
Ｃ
Ｄ

一
部
の
教
材
に
つ
い
て
、
朗
読
を
収
録
し
た
音
声
Ｃ
Ｄ
で
す
。

■ 

学
習
課
題
ノ
ー
ト

別
売
の
生
徒
用
教
材
『
学
習
課
題
ノ
ー
ト
』
の
デ
ー
タ
を
同
梱
し
て
い

ま
す
。

■ 

教
師
用
教
科
書

教
科
書
の
紙
面
に
、
文
章
構
造
や
要
約
、
口
語
訳
や
文
法
の
解
説
、「
学

習
の
手
引
き
」
の
解
答
例
な
ど
、
授
業
に
役
立
つ
情
報
を
青
字
で
刷
り

込
ん
だ
も
の
で
す
。

新大学入試に向けた問題例をダウンロード!!

2020年度から始まる大学入学共通テストに向けて、大学入試センターによる過去2回の試行調査の
出題傾向を参考に、教科書の題材や指導書に収録した補充教材を使用した問題例を作成しました。

比
べ
読
み

対
話
入
り
の
設
問

新大学入試対応問題例

ダウンロード方法

１． 下記 URLから三省堂教科書ページへ
２． 対象書名を選択
３． 教科書ページの「資料ダウンロード」内 

にあるサポート資料からダウンロード 

ページへ遷移
４． 認証情報を入力※

５． 各データをダウンロード

※認証には指導書本冊が必要になりますので、お手元にご準備ください。

三省堂教科書ページ
https://tb.sanseido-publ.co.jp/h-school/hs-kokugo/

画像は高等学校現代文Bのものです。

■ �

指
導
書
に
は
、
教
材
研
究
や
評
価
に
活
用
で
き
る
資
料
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
テ
ス
ト
問
題
・
補
充
教
材
な
ど
を 

豊
富
に
収
録
し
ま
し
た
。

■ �「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
」
を
新
設
し
、
主
体
的
・
対
話
的
に
学
び
を
深
め
る
学
習
活
動
案
を
示
し
ま
し
た
。

指
導
書・教
材
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■ 漢字の読みフラッシュカード

■ 思考ツール

教材で扱う漢字の読みをフラッシュカードで提示し
ながら確認・学習できます。

デジタルテキストオリジナルのコンテンツも多数収録
しています。

■ コンテンツ一覧

■ オンライン辞書

「フラッシュカード」「図版資料」「人物相関図」など，
さまざまなコンテンツを収録。

授業での提示に特化した指導者用の辞書サイトを
デジタルテキストのリンクからご利用いただけます。

はじめに
●教科書の内容を最大限に活用すること
デジタルテキストでは，教科書本文の拡大提示，付録や図版資料のインデックスおよびその拡大提示など，教科書の
内容を提示用の素材として，最大限に活用することをコンセプトに製作いたしました。
●CoNETSビューア
　平成29年度版からは教科書会社14社が参画して開発した共通プラットフォームCoNETSビューアでのご利用になります。
　▶CoNETSについて（http://www.conets.jp/）
　　 CoNETSビューアでは，先生ごとにユーザーを登録することで，書き込み情報や履歴などをそれぞれに保有すること
ができます。

　　　　　  豊富なコンテンツで授業をサポート指導者用

※画面サンプルはすべて「精選国語総合」となっております。

デジタル教材
指導者用デジタルテキスト

●動作環境 指導者用  （2020年1月現在）指導者用デジタルテキスト　〈校内フリーライセンス〉※1

OS ライセンス期間 価格 インストール方法

Windows版 教科書利用期間一括※2 40,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

Windows版 単年度ライセンス ご購入年度末まで 18,000円＋税 DVD-ROM /
ダウンロード

※1 校内のすべての端末にインストール可能です。なお，価格は1学年の価格です。
※2 収録されている検定教科書の使用期間中はご利用いただけます。
※3 教師用デジタルテキスト購入校のみ購入できます。
※4 インストールする端末（1端末）ごとにライセンス料金をお支払いいただきます。

学習者用デジタルテキスト　〈1端末1ライセンス〉※3, 4

OS ライセンス期間 価格 インストール方法
Windows版 / iOS版 教科書利用期間一括※2 1,500円＋税 ダウンロード

Windows版
OS Windows 8.1 / Windows 10 （32bit / 64bit 対応）※1

ブラウザ Internet Explorer 11
CPU Intel Core i3以上推奨
メモリ 4GB以上
空き容量 4GB以上（ビューア1GB＋教材3GB）
その他 .NET Framework 4.5.1以降

動作環境や導入にあたっての条件等は，CoNETSのWebサイトにて最新の情報をご確認ください。 http://www.conets.jp/

 学習者用デジタルテキスト についての特徴や動作環境など，
その他詳細な情報は三省堂教科書・教材サイトをご覧ください。
●体験版DVD-ROMのお申し込みはeメールにてご連絡ください。
　eメールアドレス：info-tbdt@sanseido-publ.co.jp

https://tb.sanseido.co.jp
★三省堂教科書・教材サイト

※  Microsoft，Internet Explorerおよび Windowsは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※1 Windows RTには対応しておりません。

デ
ジ
タ
ル
教
材
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